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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月30日(2021.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のネイティブアプリケーションがプレインストールされた画像処理装置であって
、
　第一のネイティブアプリケーションによる画像処理を実行中に、ネイティブアプリケー
ションによる新たな画像処理が要求されると、前記新たな画像処理を実行可能なネイティ
ブアプリケーションを探索する探索手段と、
　前記探索手段によって探索された第二のネイティブアプリケーションによる新たな画像
処理を実行した際のメモリ使用量、及び前記第一のネイティブアプリケーションによって
既に実行中の画像処理のメモリ使用量を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得された各画像処理のメモリ使用量及び前記新たな画像処理を
実行した際のメモリ使用量から得られる総メモリ使用量と、ネイティブアプリケーション
が動作するプロセスでの使用が許容されるメモリ使用量を示す許容メモリ量とを比較する
比較手段と、
　前記比較手段によって比較した結果、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超えな
い場合は前記新たな画像処理を実行し、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超える
場合は前記新たな画像処理を実行せず、要求元に対してメモリ不足により前記新たな画像
処理が実行できない旨のエラーを通知する実行制御手段と
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第一のネイティブアプリケーションによる画像処理を実行中に、ネイティブアプリ
ケーションによる新たな画像処理が要求されると、前記第一のネイティブアプリケーショ
ンによる新たな画像処理を実行した際のメモリ使用量と、前記第一のネイティブアプリケ
ーションによって既に実行中の画像処理のそれぞれのメモリ使用量とから並列処理が実行
可能か否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段によって判断した結果、前記並列処理が実行可能でない場合は前記新たな
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画像処理と、前記既に実行中の画像処理を順次実行し、前記並列処理が実行可能な場合は
前記新たな画像処理と前記既に実行中の画像処理とを並行し実行する制御手段と
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記判断手段は、画像処理のページごとに並列処理が可能か否かを動的に判断すること
を特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、画像処理を実行するための実行メモリを確保できない場合には、画像
処理が実行できない旨のエラーを通知することを特徴とする請求項２又は３に記載の画像
処理装置。
【請求項５】
　前記要求元は、前記エラーを受信すると、所定時間が経過した後に、再度、前記新たな
画像処理を要求することを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の画像処理装置
。
【請求項６】
　前記新たな画像処理の要求元は、該新たな画像処理が実行されるプロセスとは異なるプ
ロセスで動作していることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　画像処理装置であって、
　第一のプログラミング言語で記述されたプログラムを実行するための第一の実行環境で
の画像処理の実行中に、前記第一のプログラミング言語で記述された第一のアプリケーシ
ョンによる新たな画像処理の実行が要求されると、該新たな画像処理を実行可能な第一の
アプリケーションを探索する探索手段と、
　前記探索手段によって探索された前記第一のアプリケーションとともに保持されている
、該第一のアプリケーションによる新たな画像処理を実行した際のメモリ使用量と、前記
第一の実行環境で既に実行中の画像処理のそれぞれのメモリ使用量とを取得する取得手段
と、
　前記取得手段によって取得された各画像処理のメモリ使用量及び前記要求された新たな
画像処理を実行した際のメモリ使用量から得られる総メモリ使用量と、前記第一の実行環
境での使用が許容されるメモリ使用量を示す許容メモリ量とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超えない場
合は前記新たな画像処理を実行し、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超える場合
は前記新たな画像処理を実行せず、要求元に対してメモリ不足により前記新たな画像処理
が実行できない旨のエラーを通知する実行制御手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　前記第一の実行環境での画像処理の実行中に、前記第一のプログラミング言語で記述さ
れた第一のアプリケーションによる新たな画像処理が要求されると、該第一のアプリケー
ションによる新たな画像処理を実行した際のメモリ使用量と、前記第一の実行環境で既に
実行中の画像処理のそれぞれのメモリ使用量とから並列処理が実行可能か否かを判断する
判断手段と、
　前記判断手段による判断の結果、前記並列処理が実行可能でない場合は前記新たな画像
処理と、前記既に実行中の画像処理を順次実行し、前記並列処理が実行可能な場合は前記
新たな画像処理と前記既に実行中の画像処理とを並行し実行する制御手段と
をさらに備えることを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記判断手段は、画像処理のページごとに並列処理が可能か否かを動的に判断すること
を特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、画像処理を実行するための実行メモリを確保できない場合には、画像
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処理が実行できない旨のエラーを通知することを特徴とする請求項８又は９に記載の画像
処理装置。
【請求項１１】
　前記要求元は、前記エラーを受信すると、所定時間が経過した後に、再度、前記新たな
画像処理を要求することを特徴とする請求項７乃至１０の何れか１項に記載の画像処理装
置。
【請求項１２】
　画像処理を実行する際の前記メモリ使用量は、該画像処理に含まれる関数ごとに保持さ
れていることを特徴とする請求項１乃至１１の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　第一のネイティブアプリケーションによる画像処理を実行中に、ネイティブアプリケー
ションによる新たな画像処理が要求されると、前記新たな画像処理を実行可能なネイティ
ブアプリケーションを探索する探索ステップと、
　前記探索ステップによって探索された第二のネイティブアプリケーションによる新たな
画像処理を実行した際のメモリ使用量、及び前記第一のネイティブアプリケーションによ
って既に実行中の画像処理のメモリ使用量を取得する取得ステップと、
　前記取得ステップによって取得された各画像処理のメモリ使用量及び前記新たな画像処
理を実行した際のメモリ使用量から得られる総メモリ使用量と、ネイティブアプリケーシ
ョンが動作するプロセスでの使用が許容されるメモリ使用量を示す許容メモリ量とを比較
する比較ステップと、
　前記比較ステップによって比較した結果、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超
えない場合は前記新たな画像処理を実行し、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超
える場合は前記新たな画像処理を実行せず、要求元に対してメモリ不足により前記新たな
画像処理が実行できない旨のエラーを通知する実行制御ステップと、
を備えることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１４】
　コンピュータに、
　第一のネイティブアプリケーションによる画像処理を実行中に、ネイティブアプリケー
ションによる新たな画像処理が要求されると、前記新たな画像処理を実行可能なネイティ
ブアプリケーションを探索する探索手段と、
　前記探索手段によって探索された第二のネイティブアプリケーションによる新たな画像
処理を実行した際のメモリ使用量、及び前記第一のネイティブアプリケーションによって
既に実行中の画像処理のメモリ使用量を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得された各画像処理のメモリ使用量及び前記新たな画像処理を
実行した際のメモリ使用量から得られる総メモリ使用量と、ネイティブアプリケーション
が動作するプロセスでの使用が許容されるメモリ使用量を示す許容メモリ量とを比較する
比較手段と、
　前記比較手段によって比較した結果、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超えな
い場合は前記新たな画像処理を実行し、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超える
場合は前記新たな画像処理を実行せず、要求元に対してメモリ不足により前記新たな画像
処理が実行できない旨のエラーを通知する実行制御手段と
を備えることを特徴とする画像処理装置として動作させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、例えば、１以上のネイティブアプリケーションがプレインストールされた画
像処理装置であって、第一のネイティブアプリケーションによる画像処理を実行中に、ネ
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イティブアプリケーションによる新たな画像処理が要求されると、前記新たな画像処理を
実行可能なネイティブアプリケーションを探索する探索手段と、前記探索手段によって探
索された第二のネイティブアプリケーションによる新たな画像処理を実行した際のメモリ
使用量、及び前記第一のネイティブアプリケーションによって既に実行中の画像処理のメ
モリ使用量を取得する取得手段と、前記取得手段によって取得された各画像処理のメモリ
使用量及び前記新たな画像処理を実行した際のメモリ使用量から得られる総メモリ使用量
と、ネイティブアプリケーションが動作するプロセスでの使用が許容されるメモリ使用量
を示す許容メモリ量とを比較する比較手段と、前記比較手段によって比較した結果、前記
総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超えない場合は前記新たな画像処理を実行し、前記
総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超える場合は前記新たな画像処理を実行せず、要求
元に対してメモリ不足により前記新たな画像処理が実行できない旨のエラーを通知する実
行制御手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明は、例えば、画像処理装置であって、第一のプログラミング言語で記述さ
れたプログラムを実行するための第一の実行環境での画像処理の実行中に、前記第一のプ
ログラミング言語で記述された第一のアプリケーションによる新たな画像処理の実行が要
求されると、該新たな画像処理を実行可能な第一のアプリケーションを探索する探索手段
と、前記探索手段によって探索された前記第一のアプリケーションとともに保持されてい
る、該第一のアプリケーションによる新たな画像処理を実行した際のメモリ使用量と、前
記第一の実行環境で既に実行中の画像処理のそれぞれのメモリ使用量とを取得する取得手
段と、前記取得手段によって取得された各画像処理のメモリ使用量及び前記要求された新
たな画像処理を実行した際のメモリ使用量から得られる総メモリ使用量と、前記第一の実
行環境での使用が許容されるメモリ使用量を示す許容メモリ量とを比較する比較手段と、
前記比較手段による比較の結果、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超えない場合
は前記新たな画像処理を実行し、前記総メモリ使用量が前記許容メモリ量を超える場合は
前記新たな画像処理を実行せず、要求元に対してメモリ不足により前記新たな画像処理が
実行できない旨のエラーを通知する実行制御手段と、を備えることを特徴とする。
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